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表現力の向上をめざして

幸手市立さかえ小学校
　さかえ小学校では、本年度、子どもたちの確
かな学力の向上に繋ぐべく、活用力の向上をめ
ざし、学んだことを活用して表現できる場（コ
ンクールやコンテスト）を多く設けています。1
学期は、音読コンクールを中心に行い、2 学期
からは、徐々に幅を広げて行いました。

　11 月に実施した学習発表会では、学級ごとの
発表に加え、6つのコ
ンクール（音読・スピ
ーチ・歌・器楽・ダン
ス・プレゼンテーショ
ン）と、5つのコンテス
ト（詩・写真・イラス
ト・授業ノート・自由学習）を行いました。家
庭でもたくさん練習し、予選や本番の発表に臨　　　　　　　　　　　
んだ子が多かったようです。
　　　　　　　　　　　　審査の方々（学校運
　　　　　　　　　　　営協議会委員、民生児
　　　　　　　　　　　童委員、歌唱指導者）
　　　　　　　　　　　からも好評をいただき
　　　　　　　　　　　ました。

　私たちの生活は、表現することにあふれてい
ます。この取組みをきっかけとして、子どもた
ちがさらに調べ、考え、学び続けることで、表
現力を高めてほしいと願っています。

人権作文発表会
　12 月 8 日（日）北公民館で、人権作文発表会が行われ
ました。市内小・中学校代表の児童・生徒は人権に対する
真剣な思いを発表をしていました。
　長倉小 4 年生の高橋莉

り こ

幸さんは手話を交えて作文を発
表。「（発表は）緊張しました。これからも手話を通してい
ろんな人と会話がしたいです。」と話してくれました。
　お母様の秀美さんは「一か月間、発表の練習を頑張って
いました。堂々としていて、とても立派でした。」と感動
した様子でした。

上高野小学校「小川仁士選手（車いすラグビー）講演会＆体験会」
　11 月 18 日（月）上高野小学校で小川仁士選手による講演会＆体験会が行われました。
　これは、心と身体について研究していた上高野小のスポーツ・道徳・オリンピック・パラリンピックに関
連する授業に、指定管理者である日本環境マネジメント株式会社の企画がマッチングし、実現に至りました。
　講演会では、18 歳の時モトクロスのレース中に転倒したことで障がいを負い、リハビリの一環で行っ
たウィルチェアーラグビーが出会いのきっかけとなったお話をわかりやすく、また体験会では車いすで
のタックルやミニゲームを行いました。
　小川選手とのタックルを体験した 5 年生の武者くんは「すごく怖かったです。ミニゲームは車いすの
操作が慣れてくると、とっても楽しかったです。」と話してくれました。

人
ひ と

ボンジュールベナン事業
　11 月 11 日（月）から全 10 回で開催の「フランス語講座」です。講師の見

み と み

富尚
ひ さ と

人氏は自身の経験を踏
まえ、参加者の気持ちに寄り添いながら講座を進めていきます。
　1 ～ 30 までの覚えた数字を使い、参加者同士で会話レッスンを行います。「ケラージュ アベブ？（あ
なたは何歳ですか？）」、「ジュ ヴァンサンカン！（私は 25 歳です！）」など、時おり笑いが教室を包みます。
　宿題を出され参加者は驚いていましたが、フランス語講座を楽しんでいる様子でした。（11月25日撮影）
　11 月 24 日（日）から全 3 回で開催の「ベナン料理講座」です。講師のトッファ ビドッセシ・ディア
ン夫妻から、ベナンの食文化を学びます。
　この日はアタッシを作りましたが、ジャー（トマトソース）を作る時の油と塩の量に参加者は驚いて
いました。最後にエビパウダーで 5 分ほど煮込み、出来上がって食べてみると「思っていたより食べや
すい！美味しい！」とベナン料理を堪能していました。（11 月 24 日撮影）

▲フランス語講座 ▲ベナン料理講座
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郷土資料館「藁で作るお正月飾り」　　
　12 月 15 日（日）郷土資料館で、藁細工職人である坂斉
武男さんを講師に迎え、もの作り体験「藁で作るお正月飾り」
が行われました。
　坂斉さんの藁を絞めていく手さばきに、参加者から感嘆
の声があがります。
　米どころ幸手に受け継がれる藁の文化体験に、参加者は
「なつかしいなぁ。子どものころおばあさんが藁で縄づくり
をしていたのを思い出したよ。こうやって自分で作るのは
価値がある！」と話してくれました。
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